
ご 挨 拶

第２１回日本口腔・咽頭科学会を平成２０年９月１１日（木）と１２日（金）の両日にわたり、鹿児島市の城山観光
ホテルにて開催させていただきます。
昨年、本学会が第２０回の節目を経たことから、今回からさらなる飛躍を求めて新たな時代へ突入する、その

ような気概を持ってこのたびの学会を遂行したいと考えております。口腔・咽頭領域の悪性腫瘍は化学療法や
放射線同時併用療法、そして手術手技の進歩によって、その治療成績は格段に向上してきました。例えば、中
咽頭側壁癌の手術に際しては、下顎骨離断を必要としない術式が開発されていますが、その適応については未
だ明確にされていないように思われます。そこで、手術手技セミナーでは「中咽頭側壁悪性腫瘍の手術適応と
その術式」をテーマに、その問題点と対策を討論していただきます。
パネルデイスカッションは、「耳下腺腫瘍の診断―現行の検証と新たな提言」をテーマとしました。耳下腺

腫瘍の診断方法については、すでに普遍化しているようにも思われますが、昨今の医療保険制度の改革によっ
て見直しが求められ、その一方で新しい診断器機も開発されつつあります。耳下腺腫瘍の診断に新しい方向性
が示されることを期待しています。扁桃シンポジウムでは「扁桃病巣皮膚疾患に対する扁桃摘出術の効果と限
界」と題して、掌蹠膿疱症やそれ以外の皮膚疾患と扁桃の関連性、そして耳鼻咽喉科医の扁桃病巣感染に対す
る姿勢を明確にしていただこうと考えています。扁桃が口腔・咽頭領域の重要な免疫臓器であることは周知の
ことですが、最近、花粉症に対する舌下免疫療法やインフルエンザに対する舌下ワクチンの開発など、口腔・
咽頭が免疫治療のルートとして注目されています。そこで、シンポジウム「口腔・咽頭―免疫療法の新たなル
ートとしての有用性とメカニズム」を企画しました。粘膜免疫学のエキスパートであるソウル国際ワクチンセ
ンターのMi―Na Kweon先生の基調講演を含めて、口腔・咽頭領域における免疫学研究に新しい光が点される
ことが予感されます。その他、睡眠時無呼吸、味覚、嚥下に関する４つのランチョンセミナーを企画し、また、
多くの一般演題も頂き、桜島も驚くような熱気のある学術講演会になるものと楽しみにしています。
今年、NHK大河ドラマ「篤姫」が話題となり、私も熱烈なファンの一人です。そこで、この番組の時代考
証を担当されている鹿児島大学の原口泉先生に、「篤姫の生き方―わたくしこと一命にかけ―」と題して特別
講演をお願いしました。特別講演のあとの懇親会には、芋焼酎や黒豚など、鹿児島の味覚を数多く準備してい
ます。いつまでも記憶に残る鹿児島の２日間になることを願うとともに、多数の皆様のご来鹿をお待ちしてい
ます。

平成２０年７月吉日
第２１回日本口腔・咽頭科学会

会長 黒 野 祐 一
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ご 案 内

【学会参加者へのご案内】

1．参加受付について

すべての参加登録は当日会場でのみ受付いたします。事前参加登録は行いません。当日、学会場受付に
て御登録頂き、ネームカード（領収証つき）をお受け取りください。なお御支払いは現金でお願いしま
す。
会期中は必ずネームカードをご着用ください。ネームカードのない方のご入場はお断りしますので、ご

協力宜しくお願い申し上げます。

＊参加登録費：１３，０００円
＊受付場所・日時：城山観光ホテル４階 ホテルフロントロビー

９月１１日（木）８：１５～１８：００
９月１２日（金）８：１５～１３：００

＊発表会場は、以下のとおりでございます。
第１会場 ４階 エメラルドホール
第２会場 ２階 ロイヤルガーデンＡ
第３会場 ２階 ロイヤルガーデンＢ
ポスター会場 ４階 エメラルドロビー

2．プログラム抄録集

当日、プログラム抄録集の購入を希望される方は、日本口腔・咽頭科学会事務局受付（城山観光ホテル
４階 ホテルフロントロビー）におきまして、一部４，０００円で販売します。
御支払いは現金でお願いします。

3．会員懇親会

９月１１日（木）１９時１５分より城山観光ホテル２階「ロイヤルガーデン」（および、ホール庭園―鹿児島
の市街地、桜島、錦江湾が一望できます―）で行います。参加費は無料です。
ネームカードをご着用の上、奮ってご参加ください。

4．クローク

受付（城山観光ホテル４階 ホテルフロントロビー）横にクロークを設けますのでご利用ください。な
お、貴重品に関しましては当事務局では責任を負いかねますので、各自お手持ち下さいますようお願い申
し上げます。

5．機器展示・ドリンクサービス

４階「エメラルドロビー」（ポスター会場）にて機器展示を行います。
会場内ではドリンクサービスを行っておりますので皆様ご自由にご利用ください。
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6．書籍販売

４階「エメラルドロビー」（ポスター会場）にて前にて書籍販売を行いますのでどうぞご利用ください。

7．ランチョンセミナーについて

第２、第３会場（２階「ロイヤルガーデンＡ・Ｂ」）で行います。

8．伝言・呼び出しについて

会場内にサイドスライドを設置しますのでそちらをご確認ください。

9．お願い

・会場内は全て禁煙ですので館内での喫煙はお断りいたします。
・会場内はドリンクコーナーのみ飲食可能です。
それ以外の場所での飲食はお断りいたします。

・会場内では携帯電話の電源をお切りになるか、マナーモードに設定願います。

10．関連行事

理 事 会：９月１０日（水）１５：３０～１７：００ ４階「クイーン」
評議員会：９月１０日（水）１７：００～１８：００ ４階「ガレリア」
総 会：９月１１日（木）１３：３０より ４階「エメラルドホール」

11．学会場（城山観光ホテル）から鹿児島空港へのバスについて

９月１２日（金）１５時２０分に、城山観光ホテル正面玄関より鹿児島空港までの無料直行バスを運行いたし
ます。鹿児島空港までの所要時間は、４０～５０分です。人数確認のため、必ず受付での登録をお願いいたし
ます（９月１２日（金）１３時まで受け付けます）。学会参加者を対象としており、城山観光ホテルの宿泊客
でない方でもご利用可能です。

12．ドレスコード

会期中はクールビズとさせて頂きます。軽装でお越し頂き、熱い討論をお願い致します。

【司会、座長の方へ】

司会、座長の方は、担当いただく群の開始１０分前までに、次座長席にご着席願います。
発表時間、質疑応答時間を厳守し、円滑な運営にご協力をお願いいたします。

【発表される先生方へ】

1．発表時間について

「指定」、「ビデオ」を含む一般演題は、すべて発表７分、質疑応答３分といたします。

2．発表形式

（１）PCもしくはビデオでのご発表をおねがい致します。
スライドでの発表はできませんのでご注意ください。
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（２）PCとビデオの併用はできません。
データの持ち込み（Windowsのみ）、PC本体持ち込み（Windows、Macintosh両方とも）に対応い
たします。但し、Windows Vistaご使用の先生は本体の持ち込みを御願い致します。

（３）映写は１面映写となります。
（４）ご発表の１時間前までに、PC発表用、ビデオ発表用のデータを PC・ビデオ受付までお持ちくださ

い。専門おスタッフが対応いたします。
（PC本体持ち込みの方も必ず PC／ビデオ受け付けにお立ち寄り下さい。）

3．PCプレゼンテーションにて発表される方

（１）口演会場には液晶プロジェクターを準備いたします。
（２）口演会場および受け付けには、Windows XPの PCをご用意いたしております。

Windows Vistaの先生は、本体のお持込をお願い致します。
（３）対応アプリケーションソフトは、Windows、Microsoft Power point 2003までです。

PC受付にて必ず「文字化け」等の確認を行って下さい。
（４）データ持ち込みは、USBメモリーをご用意下さい。

データ持ち込みの際に、動画をご使用の場合は、下記のソフトで再生可能であるものに限定いたしま
す。Windows Meida Player（MPEG1、MPEG2）

（５）容量の大きい（30MB以上）AV1形式の画像データは、進行を円滑に行うため、受け付けできませ
ん。MPEG2に関しては、コーデック（圧縮形式）によっては再生できない場合がありますので、ご
注意下さい。

（６）動画をご使用の場合は、PC本体の持ち込みをお勧めいたします。
ただし、PC本体持ち込みの際にも、必ずご使用になる PCにて、動画のチェックをお願い致します。

（７）発表の際は演台に設置してありますモニターとテンキーを使用して、演者ご本人による操作をお願い
致します。

（８）必ずバックアップ用のデータをお持ち下さいますようお願い致します。
（９）PC本体持ち込み可能ですが、外部モニター接続端子（MiniD―sub15ピン）をご確認の上、コネクタ

ーを必要とする場合は、必ずご持参下さい。
また、ACアダプターをお忘れにならないようくれぐれもご注意願います。

4．ビデオで発表される方

・ビデオは、VHS、S―VHSの使用が可能です（NTSC方式で御願いします。）。
・受付にてテープの試写、頭出しご確認の上、ビデオ受付に提出願います。
・口演終了後、ビデオの返還はビデオ受付で行います。

5．次演者の待機について

会の円滑な進行のため、１５分前までに必ず所定の席にお着きいただき待機願います。
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6．ポスター発表について

（１）講演時間 発表４分＋質疑２分
（２）ポスターセッション受付

ポスターセッションは１１日 １７: ４０～１９: ００となっております。
掲示時間 : １１日 ８ : ３０～１０: ００
発表時間 : １１日 １７: ４０～１９: ００
撤収時間 : １２日 １２: ００～１３: ３０

発表者はポスター会場受付（４Ｆエメラルドロビー）にて、受付及び画鋲を受け取りポスターを貼付
してください。
また、発表の１５分前までにご自身のポスターの前で待機してください。
座長は担当セッションの１０分前までにポスター会場受付までお越し下さい（発表者の変更等の有無の
確認をお願いたします）
なお、撤去時間を過ぎても撤去されないポスターは学会本部で撤去・処分いたしますので、あらかじ
めご了承ください。

（３）ポスターパネル

１演題のパネルの大きさは縦 180cm×横 90cmです。演題番号は学会本部で用意します。
離れた場所からでも判読できるよう、文字の大きさやレイアウトを工夫して作成してください。
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【学会場案内】

1．会場 城山観光ホテル

所 在 地：〒８９０―８５８６ 鹿児島市新照院町４１―１
電話番号：０９９―２２４―２２１１ �
ホームページ：/www.shiroyama―g.co.jp

2．県外からのアクセス

（１）飛行機
・バス
鹿児島空港より（１時間に３本）所用時間約５０分、料金片道１，２００円
鹿児島中央駅または天文館 下車
各バス停～学会場 タクシー利用、約１０分

・タクシー
空港～学会場 所要時間約４５分、料金約１０，０００円

（２）鉄道 JR

鹿児島中央駅～学会場 約１０分
（３）自動車

九州縦貫道にて鹿児島北インター 国道３号線にて学会場
北インターから約１５分（鹿児島市内と学会場２参照）
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鹿児島市内と学会場 １

鹿児島市内と学会場 ２
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学会場内 案内図 １

学会場内 案内図 ２
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学会場内 案内図 ３



第１会場

エメラルド
開会の辞 ８：５０～９：００
会長 黒野祐一（鹿児島大学）

９：００～９：４０
第１群「口腔」
座長 加瀬康弘（埼玉医科大学）

塩谷彰浩（防衛医科大学）
９：４０～１０：２０

第２群「舌・口腔１」
座長 海老原 敏（杏雲堂病院）

原田 保（川崎医科大学）
１０：２０～１１：００

第３群「舌・口腔２」
座長 冨田吉信（九州がんセンター）

１１：００～１２：３０
手術手技セミナー
「中咽頭側壁悪性腫瘍の

手術適応とその術式」
司会 岡本 美孝（千葉大学）

長谷川泰久（愛知がん
センター）

１３：３０～１４：００
総会

１４：００～１５：００
第４群「咽頭癌」
座長 久 育男（京都府立医科大学）

１５：００～１６：４０
シンポジウム
「口腔・咽頭
―免疫療法の新たなルートとしての

有用性とメカニズム―」
司会 川内秀之（島根大学）

増山敬祐（山梨大学）

１６：４０～１７：５０
特別講演
「篤姫の生き方

―私こと一命にかけ―」
司会 山下敏夫（関西医科大学）
演者 原口 泉（鹿児島大学）

１７：５０～１９：００
ポスター討論

第２会場

ロイヤルガーデン A

９：００～９：４０
第５群「頸部・咽頭」
座長 中島 格（久留米大学）

９：４０～１０：２０
第６群「味覚１」
座長 小宗静男（九州大学）

村上信五（名古屋市立大学）
１０：２０～１１：００

第７群「味覚２」
座長 愛場庸雅（大阪医療センター）

生井明浩（日本大学）

ランチョンセミナー１ １２：３０～１３：３０
「味覚障害の検査と治療
―「診療の手引き」の観点から―」
司会 坂上雅史（兵庫医科大学）
演者 愛場庸雅（大阪医療センター）

池田 稔（日本大学）

１４：００～１５：００
第８群「感染」
座長 市村恵一（自治医科大学）

洲崎春海（昭和大学）

第３会場

ロイヤルガーデン B

９：００～９：４０
第９群「唾液腺１」
座長 青柳 優（山形大学）

北野博也（鳥取大学）
９：４０～１０：２０

第１０群「SAS１」
座長 佐藤公則（久留米大学）

鈴木秀明（産業医科大学）
１０：２０～１１：００

第１１群「SAS２」
座長 岡本牧人（北里大学）

冨田俊樹（慶応大学）
１１：００～１１：３０

第１２群「SAS３」
座長 枝松秀雄（東邦大学）

ランチョンセミナー２ １２：３０～１３：３０
「耳鼻咽喉科医の睡眠時無呼吸

症候群の検査の進め方」
司会 西村 忠郎（藤田保健衛生大学）
演者 千葉伸太郎（太田病院）

１４：００～１４：４０
第１３群「小児 SAS１」
座長 鈴木賢二（藤田保健衛生大学）

竹中 洋（大阪医科大学）

第１日目 平成２０年９月１１日（木）

９：００ ９：００

１０：００ １０：００

１１：００ １１：００

１２：００ １２：００

１３：００ １３：００

１４：００ １４：００

１５：００ １５：００

１６：００ １６：００

１７：００ １７：００

１８：００ １８：００

１９：００ １９：００
会 員 懇 親 会
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第１会場

エメラルド

９：００～１０：３０
扁桃シンポジウム
「扁桃病巣皮膚疾患に対する

扁桃摘出術の効果と限界」
司会 原渕保明（旭川医科大学）

山中 昇（和歌山県立
医科大学）

１０：３０～１２：００
パネルディスカッション
「耳下腺腫瘍の診断
―現行の検証と新たな診断―」
司会 友田幸一（関西医科大学）

吉原俊雄（東京女子医科
大学）

１３：００～１３：４０
第１４群「耳下腺１」
座長 久保伸夫（関西医科大学）

山下裕司（山口大学）
１３：４０～１４：１０

第１５群「耳下腺２」
座長 佐藤宏昭（岩手医科大学）

１４：１０～１４：４０
第１６群「唾液腺２」
座長 清水猛史（滋賀医科大学）
閉会の辞 １４：４０～１４：５０
会長 黒野祐一（鹿児島大学）

第２会場

ロイヤルガーデン A

１２：００～１３：００
ランチョンセミナー３
「耳鼻咽喉科による嚥下機能検査法」
司会 湯本英二（熊本大学）
演者 兵頭政光（高知大学）

１３：００～１３：３０
第１７群「嚥下１」
座長 井之口 昭（佐賀大学）

１３：３０～１４：００
第１８群「嚥下２」
座長 鮫島靖浩（熊本大学）

１４：００～１４：４０
第１９群「小児 SAS２」
座長 飯田政弘（東海大学）

池田勝久（順天堂大学）

第３会場

ロイヤルガーデン B

１２：００～１３：００
ランチョンセミナー４
「睡眠時無呼吸症候群と

メタボリック症候群」
司会 内藤建晴（藤田保健衛生大学）
演者 成井浩司（虎ノ門病院）

１３：００～１３：４０
第２０群「扁桃１」
座長 杉本太郎（東京医科歯科大学）

角田晃一（東京医療センター）
１３：４０～１４：２０

第２１群「扁桃２」
座長 鈴木正志（大分大学）

藤枝重治（福井大学）

第２日目 平成２０年９月１２日（金）

９：００ ９：００

１０：００ １０：００

１１：００ １１：００

１２：００ １２：００

１３：００ １３：００

１４：００ １４：００

１５：００ １５：００

11



第 1日 9月11日（木）
第 1会場（エメラルド）

開会の辞 （ 8：50～ 9：00） 会長 黒 野 祐 一（鹿児島大学）

第 1群 口腔 （ 9：00～ 9：40）

座長 加 瀬 康 弘（埼玉医科大学）
塩 谷 彰 浩（防衛医科大学校）

Ｏ―１．口腔咽頭領域における口腔咽頭鏡の開発
角田 晃一（国立病院機構東京医療センター人工臓器・機器開発研究部門）
関本荘太郎（国立病院機構東京医療センター人工臓器・機器開発研究部門、東京大学大学院認知言語）
角田 篤信（東京医科歯科大学耳鼻咽喉科）
石本 晋一、藤巻 葉子
（国立病院機構東京医療センター人工臓器・機器開発研究部門、社会保険中央総合病院）

Ｏ―２．口唇のう胞に対する硬化療法の効果
太田 伸男、深瀬 滋、青柳 優（山形大学医学部情報構造統御学講座耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野）

Ｏ―３．咽喉頭異常感におけるＦスケール問診票の有用性について
比嘉 麻乃、喜友名朝則、鈴木 幹男（琉球大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科）
嘉数 光雄（那覇市立病院耳鼻咽喉科）

Ｏ―４．軸索損傷時の脳幹運動神経細胞における TDP 43の変化―舌下神経における検討―
佐藤 尚志（京都府立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室、滋賀医科大学分子神経科学研究センター）
斉藤 敦志、廣田 隆一、馬場 均、久 育男（京都府立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室）
遠山 育夫（滋賀医科大学分子神経科学研究センター）

第 2群 舌・口腔 1 （ 9：40～10：20）

座長 海老原 敏（杏雲堂病院）
原 田 保（川崎医科大学）

Ｏ―５．超選択的動注療法における口腔機能の検討
秋定 健、福辻 賢治、原田 保（川崎医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―６．口腔がんに対する浅側頭動脈経由持続動注化学療法と急速動注化学療法の差異
近藤 悟、吉崎 智一、古川 仭（金沢大学医学部感覚運動病態学）

Ｏ―７．Stage I，II舌扁平上皮癌の治療
鵜久森 徹、脇坂 浩之、暁 清文（愛媛大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―８．下歯肉癌手術症例についての臨床的検討
今泉 宏哲、林 隆一、海老原 充、宮崎 眞和、大幸 宏幸、篠崎 剛
斉川 雅久、海老原 敏（国立がんセンター東病院頭頸科）

第 3群 舌・口腔 2 （10：20～11：00）

座長 冨 田 吉 信（九州がんセンター）
Ｏ―９．高齢者口腔癌治療における摂食嚥下障害・嚥下性肺炎の発症リスクに関する検討

那須 隆、小池 修治、青柳 優（山形大学医学部情報構造統御学講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）
Ｏ―１０．下顎骨辺縁切除（口内法）における歯科用切除バーの有用性

鬼塚 哲郎（静岡県立静岡がんセンター頭頸科）
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Ｏ―１１．GLUT―1による口腔扁平上皮癌の検討
大峡 慎一（順天堂大学医学部耳鼻咽喉科学教室）
藤井 博昭（順天堂大学医学部腫瘍・病理学教室）
伊藤 伸、松本 文彦、藤巻 充寿、楠 威志（順天堂大学医学部耳鼻咽喉科学教室）
樋野 興夫（順天堂大学医学部腫瘍・病理学教室）
池田 勝久（順天堂大学医学部耳鼻咽喉科学教室）

Ｏ―１２．口蓋扁桃癌周囲へのマクロファージ動員について―原発不明癌頸部転移における意義―
草野謙一郎、倉富勇一郎（佐賀大学医学部耳鼻咽喉科）
木寺 一希（佐賀県立病院好生館耳鼻咽喉科）
徳永 藏（佐賀大学医学部病因病態科）
島津倫太郎、井之口 昭（佐賀大学医学部耳鼻咽喉科）

手術手技セミナー （11：00～12：30）
司会 岡 本 美 孝（千葉大学）

長谷川 泰 久（愛知県がんセンター）
「中咽頭側壁悪性腫瘍の手術の適応とその術式」
１．中咽頭側壁悪性腫瘍の手術の適応とその術式―口内法―

横山 純吉、花栗 誠（栃木県立がんセンター頭頸科）
２．中咽頭癌側壁型への手術アプローチ

茶薗 英明、佐々木慶太、米倉 修二、鈴木 誉、花澤 豊行、岡本 美孝
（千葉大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科）

３．中咽頭側壁癌の切除と再建
花井 信広、長谷川泰久、寺田 聡広、小澤泰次郎、平川 仁、川北 大介
丸尾 貴志、三上 慎司（愛知県がんセンター中央病院頭頸部外科）
兵藤伊久夫、神山 圭史（愛知県がんセンター中央病院形成外科）

総会 （13：30～14：00）

第 4群 咽頭癌 （14：00～15：00）
座長 久 育 男（京都府立医科大学）

Ｏ―１３．上咽頭癌に対する放射線治療と化学療法による交替療法の治療成績
小林 祐希、坂東 伸幸、東谷 敏孝、岸部 幹、石井 秀幸、高原 幹
片山 昭公、國部 勇、片田 彰博、林 達哉（旭川医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―１４．当科における中咽頭側壁癌の治療成績
瀬川 祐一、古後龍之介、江島 正義、力丸 文秀、檜垣雄一郎、冨田 吉信（九州がんセンター頭頸科）

Ｏ―１５．上・側壁型中咽頭癌に対する術後および放射線化学療法後の構音，嚥下機能評価
杉本 良介、大上 研二、濱野 巨秀、酒井 昭博、澁谷 正人、飯田 政弘
（東海大学医学部付属病院耳鼻咽喉科）
西山耕一郎（西山耳鼻咽喉科医院）

Ｏ―１６．女性の下咽頭癌症例に関する臨床的検討
中尾 一成、安藤 瑞生、江上 直也、蝦原 康宏、朝蔭 孝宏、山岨 達也
（東京大学医学部耳鼻咽喉科）
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シンポジウム （15：00～16：40）
司会 川 内 秀 之（島根大学）

増 山 敬 祐（山梨大学）
「口腔・咽頭―免疫療法の新たなルートとしての有用性とメカニズム―」
１．The Sublingual Mucosa : An efficient delivery route for inducing productive immune responses.

Mi―Na Kweon（Mucosal Immunology Section, International Vaccine Institute, Seoul, Korea）
２．上気道感染症に対する舌下粘膜ワクチンの有用性

田中 紀充、黒野 祐一
（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科先進治療科学専攻感覚器病学聴覚頭頸部疾患学）

３．アレルギー性鼻炎モデルマウスにおける舌下免疫療法の治療効果および作用メカニズム
合田 薫（島根大学医学部耳鼻咽喉科）
清野 宏（東京大学医科学研究所炎症免疫学分野）
川内 秀之（島根大学医学部耳鼻咽喉科）

４．アレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法の機序について
松岡 伴和、増山 敬祐（山梨大学大学院医学工学総合研究部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

５．スギ花粉症に対する舌下免疫療法の現状と課題
湯田 厚司（三重大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科）

特別講演 （16：40～17：50）
司会 山 下 敏 夫（関西医科大学）

「篤姫の生き方―わたくしこと一命にかけ―」
原口 泉（鹿児島大学法文学部）

ポスター討論 （17：50～19：00） 4階 エメラルドロビー
P ―第 1群 （17：50～18：14）

座長 伊 藤 八 次（岐阜大学）
宮 口 衛（東大阪市立病院）

Ｐ―１．舌に発生した顆粒細胞腫の１例
中野 宏、為野 仁輔、越知 康子、吉本公一郎、池淵嘉一郎、松井 雅裕
島田 剛敏、中井 茂、久 育男（京都府立医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）

Ｐ―２．舌に発生した神経鞘腫の一例
西田 幸平、石永 一、大津 和弥、湯田 厚司、竹内 万彦
（三重大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科）

Ｐ―３．当科で経験した舌下腺癌の２症例
竹村 栄毅、油井 健史、森本 雅太、大塚 由紀（横浜労災病院耳鼻咽喉科）
三邉 武幸（昭和大学藤が丘病院耳鼻咽喉科）
洲崎 春海（昭和大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―４．Plummer Vinson症候群に舌癌を伴った一症例
藤澤 琢郎、湯川 尚哉、近野 哲史、竹村 博一、永田 基樹、井上 俊哉
友田 幸一（関西医科大学附属枚方病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

P ―第 2群 （18：14～18：32）
座長 鈴 木 幹 男（琉球大学）

Ｐ―５．当科における Salivary duct carcinomaの２例
野田 謙二、平野 隆、岡本 朋代、上村 尚樹、鈴木 正志（大分大学医学部耳鼻咽喉科）
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Ｐ―６．Mohs’軟膏が効果的であった巨大な耳下腺悪性腫瘍症例
福辻 賢治、粟飯原輝人、秋定 健（川崎医科大学耳鼻咽喉科）
硲田 猛真（市立泉佐野病院耳鼻咽喉科）
原田 保（川崎医科大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―７．顎下腺原発 adenosquamous carcinomaの１症例
下田裕美子、丁 剛（近江八幡市立総合医療センター耳鼻咽喉科）

P ―第 3群 （18：32～18：50）
座長 古 屋 信 彦（群馬大学）

Ｐ―８．FNAにより急性炎症所見を示した耳下腺ワルチン腫瘍の検討
鈴木 健介、岩井 大、八木 正夫、足立 真理、中出 多子、坂口麻理子
北尻 雅則（関西医科大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―９．唾液腺導管癌３症例の治療経験
春野 尊、松吉 秀武、増田 聖子、蓑田 涼生、湯本 英二（熊本大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科）

Ｐ―１０．腺様嚢胞癌との鑑別を要した耳下腺基底細胞腺腫の１例
菅村真由美（福岡大学医学部耳鼻咽喉科）
市川 大輔（福岡大学筑紫病院耳鼻咽喉科）
中川 尚志（福岡大学医学部耳鼻咽喉科）

P ―第 4群 （17：50～18：14）
座長 三 輪 高 喜（金沢大学）

Ｐ―１１．下咽頭脂肪肉腫の１例
峰晴 昭仁、川上 理郎、東野 正明（独立行政法人国立病院機構大阪医療センター耳鼻咽喉科）
長谷川恵子（大阪医科大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―１２．皮膚筋炎に上咽頭癌が合併した１例
佐藤 哲也、小柏 靖直、松田 雄大、壺坂 俊仁、唐帆 健浩、守田 雅弘
武井 泰彦、甲能 直幸（杏林大学病院耳鼻咽喉科・頭頸科）

Ｐ―１３．KTPレーザーによる経口腔的摘出術を施行した下咽頭輪状後部癌の一例
杉本 太郎（東京医科歯科大学耳鼻咽喉科）
岸本 誠司（東京医科歯科大学頭頸部外科）
君塚 幸喜、稲吉康比呂（土浦協同病院耳鼻咽喉科）

Ｐ―１４．口腔に発生した Verrucous Carcinomaの３症例
近藤 貴仁、中村 一博、塚原 清彰、長谷川 剛、清水 雅明
（東京医科大学八王子医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
芹沢 博美（東京医科大学八王子医療センター病理診断部）
吉田 知之（東京医科大学八王子医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
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P ―第 5群 （18：14～18：38）
座長 岩 井 大（関西医科大学）

倉 富 勇一郎（佐賀大学）
Ｐ―１５．３年後に原発部位が硬口蓋と判明した原発不明癌の１例

近野 哲史、永田 基樹、井上 俊哉、湯川 尚哉（関西医科大学枚方病院）
小椋 学（市立岸和田市民病院）
藤澤 琢郎（関西医科大学枚方病院）
八木 正夫（武田総合病院）
竹村 博一、友田 幸一（関西医科大学枚方病院）

Ｐ―１６．当科で経験した硬口蓋腫瘍の３症例
森本 雅太、竹村 栄毅、油井 健史、大塚 由紀（横浜労災病院耳鼻咽喉科）
三邉 武幸（昭和大学藤が丘病院耳鼻咽喉科）
洲崎 春海（昭和大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―１７．副咽頭迷走神経傍神経節腫の１症例
浅野 理恵、鬼塚 哲郎、飯田 善幸、上條 朋之、中村 哲（静岡県立静岡がんセンター頭頸科）

Ｐ―１８．下咽頭癌治療中に敗血症性ショックとなった１例
佐々木崇博、宮口 衛、福嶋 宗久、神原 留美（東大阪市立総合病院耳鼻咽喉科）

P ―第 6群 （17：50～18：14）
座長 中 田 誠 一（名古屋大学）

Ｐ―１９．在宅 CPAPにおける鼻マスクの長期使用のため中顔面発育不全をきたした小児の一例
澤田 弘毅（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科）
千葉伸太郎、木村 暁弘（太田総合病院耳鼻咽喉科）
遠藤 誠、森脇 宏人、内田 亮（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科）
太田 史一、太田 正治（太田総合病院耳鼻咽喉科）
森山 寛（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―２０．アデノイド切除が有効であった摂食障害・睡眠呼吸障害を伴う低出生体重児の一例
牧野 寛之、竹田 昌彦、岡本 牧人（北里大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｐ―２１．術前診断は側頸嚢胞であったが術後に PETで口蓋扁桃原発の頸部転移と確認された１症例
長舩 大士、大前 祥子、松島 康二、小林真由美、八十島唯幸、松野 栄雄
枝松 秀雄（東邦大学医療センター大森病院第一耳鼻咽喉科学教室）
長谷川千花子、渋谷 和俊（東邦大学医療センター大森病院病理学教室）

Ｐ―２２．味覚障害を契機に診断できた Cronkhite―Canada症候群の２症例
島田 哲明、斉藤 彩子、二宮 洋、鎌田 英男、古屋 信彦
（群馬大学大学院医学系研究科聴平衡覚外科学）

P ―第 7群 （18：14～18：32）
座長 岡 野 光 博（岡山大学）

Ｐ―２３．第１鰓裂嚢胞および瘻孔症例の２例
平野 隆、野田加奈子、藤田 佳吾、鈴木 正志（大分大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｐ―２４．当科における軟部好酸球肉芽腫症（木村氏病）の検討
三並 美香、一瀬 和美、山村 幸江、吉原 俊雄（東京女子医科大学病院耳鼻咽頭科）
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Ｐ―２５．穿刺により増大したガマ腫症例
松下 友（東邦大学医療センター大森病院病理学教室）
大久保圭子（大牟田市立総合病院）
上田 祥久、松田 洋一、中島 格（久留米大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

P ―第 8群 （18：32～18：50）
座長 東 野 哲 也（宮崎大学）

Ｐ―２６．菜箸による咽頭外傷を契機に深頸部膿瘍を来した一例
濱島 有喜、渡邉 暢浩、村上 信五（名古屋市立大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

Ｐ―２７．扁桃炎をきっかけに判明した HIV感染症の２症例
山口 宗太、大木 幹文、大久保はるか、石井 祥子、櫻井秀一郎、大越 俊夫
（東邦大学医学部第２耳鼻咽喉科）

Ｐ―２８．ヘノッホ・シェーンライン紫斑病に対する耳鼻咽喉科治療の重要性
松谷 幸子（仙台赤十字病院耳鼻咽喉科）
安達 美佳（山梨大学耳鼻咽喉科）

P ―第 9群 （17：50～18：14）
座長 竹 内 裕 美（鳥取大学）

Ｐ―２９．上咽頭腫瘤と全身リンパ節腫脹をきたした抗酸菌症の１例
土屋 昭夫、佐藤 邦広、相澤 直孝、高橋 姿（新潟大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｐ―３０．診断に苦慮した上咽頭結核
舘田 勝、小田 真琴（岩手医科大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―３１．顎関節運動障害と口腔乾燥を合併した嚥下障害の１症例
伊藤 裕之（神奈川リハビリテーション病院耳鼻咽喉科）

Ｐ―３２．咳嗽を契機に発症した頸部皮下血腫の１症例
加藤 智史、木村百合香（東京都老人医療センター耳鼻咽喉科）

P ―第10群 （18：14～18：38）
座長 工 藤 典 代（千葉県衛生短期大学）

濱 島 有 喜（名古屋市立大学）
Ｐ―３３．頸椎固定用プレートによる咽後部腫脹

酒井 昭博、大上 研二、飯田 政弘（東海大学医学部付属病院耳鼻咽喉科）
東 永廉（東海大学医学部付属病院整形外科）

Ｐ―３４．当科における咽後膿瘍症例の検討
安田 忍（沖縄赤十字病院耳鼻咽喉科）

Ｐ―３５．治療に難渋した小児咽頭膿瘍の２症例
佐藤 邦広、土屋 昭夫、相澤 直孝、高橋 姿（新潟大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｐ―３６．咽後膿瘍と鑑別を要した hydroxyapatite deposition diseaseの一例
増田 文子、和田 弘太、森 文、石井 正則（東京厚生年金病院耳鼻咽喉科）
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P ―第11群 （18：38～18：56）
座長 中 川 尚 志（福岡大学）

Ｐ―３７．最近経験した石灰沈着性頸長筋炎の２症例
山田 南星（岐阜大学耳鼻咽喉科）
安藤 健一（高山赤十字病院耳鼻咽喉科）
青木 香織、久世 文也、青木 光広、水田 啓介、伊藤 八次（岐阜大学耳鼻咽喉科）

Ｐ―３８．オトガイ部に発生した類皮嚢胞の一例
樋口 雄将、浅川 剛志、平井 良治、濱田奈緒子、正木 稔子、木田 渉
池田 稔（日本大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科分野）

Ｐ―３９．当科における頸長筋石灰化腱炎症例の検討
新田 清一、和佐野浩一郎、渡部 高久、稲垣 洋三、山田 浩之
（済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科）

P ―第12群 （17：50～18：20）
座長 大 越 俊 夫（東邦大学）

原 田 博 文（福岡歯科大学）
Ｐ―４０．著しい咽頭痛をともなう口腔咽頭粘膜疹を呈した麻疹２症例

余田 敬子、西田 超、新井 寧子（東京女子医科大学東医療センター耳鼻咽喉科）
Ｐ―４１．舌と誤認された乳児舌下部腫瘤の１症例

吉橋 理恵、石尾健一郎（東京都立墨東病院耳鼻咽喉科）
Ｐ―４２．咽後膿瘍を併発した石灰沈着性頸長筋炎の一例

吉田 剛、鈴川 佳吾、山岨 達也（東京大学医学部附属病院耳鼻咽喉科）
Ｐ―４３．ベーチェット病が疑われた反復性咽頭潰瘍症例

三輪 高喜、達富 真司、中西 庸介、広田 京子、古川 仭
（金沢大学医薬保健学域医学類感覚運動病態学）

Ｐ―４４．口腔咽頭潰瘍の３症例
福井 潤、大脇 成広、中嶋 大介、清水 猛史（滋賀医科大学耳鼻咽喉科）

P ―第13群 （18：20～18：38）
座長 藤 原 啓 次（和歌山県立医科大学）

Ｐ―４５．佐藤式彎曲型咽喉頭直達鏡が有効であった頸部食道異物の一例
小野田友男、冨永 進、假谷 伸、西崎 和則（岡山大学医歯薬総合研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｐ―４６．巨大な扁桃結石の１例と CTにおける口蓋扁桃の石灰化の検討
李 佳奈（新須磨病院耳鼻咽喉科）
武木田誠一（たけきだ耳鼻咽喉科クリニック）
牧野 邦彦（新須磨病院耳鼻咽喉科）

Ｐ―４７．口腔底から顎下部に発生した類皮嚢胞の２例―がま腫との鑑別を中心に―
和佐野浩一郎（済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科、静岡赤十字病院耳鼻咽喉科）
新田 清一（済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科）
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第 1日 9月11日（木）
第 2会場（ロイヤルガーデン A）

第 5群 頸部・咽頭 （ 9：00～ 9：40）
座長 中 島 格（久留米大学）

Ｏ―１７．他院上部消化管内視鏡検査で異常なしとされた咽頭癌症例
大上 研二、酒井 昭博、杉本 良介、濱野 巨秀、澁谷 正人、飯田 政弘
（東海大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―１８．副咽頭間隙腫瘍の症状と深度および体積の相関
冨田 俊樹、小川 郁（慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―１９．Facelift incisionを用いた頸部腫瘤摘出術の検討
東谷 敏孝、片山 昭公（旭川医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）
大高 隆輝（北見赤十字病院）
小林 祐希、岸部 幹、高原 幹、国部 勇、坂東 伸幸、片田 彰博
林 達哉（旭川医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科）

Ｏ―２０．甲状腺乳頭癌ルビエールリンパ節転移に対する経口法による摘出の経験
岡村 純、峯田 周幸、細川 誠二（浜松医科大学耳鼻咽喉科）

第 6群 味覚 1 （ 9：40～10：20）
座長 小 宗 静 男（九州大学）

村 上 信 五（名古屋市立大学）
Ｏ―２１．末梢性顔面神経麻痺患者における味覚機能検査と臨床像の検討

澤井 尚樹、鵜久森 徹、岡田 昌浩、暁 清文（愛媛大学医学部耳鼻咽喉科）
Ｏ―２２．味覚障害例におけるうま味感度と食の QOLについての検討

美内 慎也、岡 秀樹（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）
任 智美（神戸百年記念病院）
梅本 匡則、根来 篤（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）
河合美佐子（味の素㈱ライフサイエンス研究所）
阪上 雅史（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―２３．アブミ骨手術後の味覚障害
岡 秀樹、美内 慎也（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）
任 智美（神戸百年記念病院）
根来 篤、梅本 匡則、阪上 雅史（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―２４．味覚障害患者の舌における味覚受容体遺伝子 T2Rファミリーの発現と血清亜鉛値
小野田恵子（おのだ耳鼻咽喉科、日本大学医学部耳鼻咽喉科学教室）
高尾 恭一、國分眞一郎（日本大学医学部生理学教室）
池田 稔（日本大学医学部耳鼻咽喉科学教室）

第 7群 味覚 2 （10：20～11：00）
座長 愛 場 庸 雅（大阪市立総合医療センター）

生 井 明 浩（日本大学）
Ｏ―２５．当科における味覚障害例

鎌田 英男、島田 哲明（群馬大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）
桑原 幹夫（公立富岡総合病院耳鼻咽喉科）
古屋 信彦（群馬大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）
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Ｏ―２６．味覚外来の臨床統計（１９９９～２００８）
松原 弘、美内 慎也、岡 秀樹、梅本 匡則、根来 篤（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）
任 智美（神戸百年記念病院）
阪上 雅史（兵庫医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―２７．当科味覚障害患者の最近の動向
生井 明浩（日本大学医学部附属練馬光が丘病院耳鼻咽喉科）
池田 稔、平井 良治、池田 篤生、木田 渉、戸井 輝夫、岸田 覚
田中 真琴（日本大学医学部附属板橋病院耳鼻咽喉科）
濱田菜緒子、飯国美沙子（日本大学医学部附属練馬光が丘病院耳鼻咽喉科）

Ｏ―２８．高齢者の口腔内水分量測定と口腔ケアについて
松井 郁、今村 明秀、原田 博文（福岡歯科大学耳鼻咽喉科）

ランチョンセミナー 1 （12：30～13：30）
司会 坂 上 雅 史 （兵庫医科大学）

「味覚障害の診断と治療―「診療の手引き」の観点から―」
1．実地臨床の観点から

愛場 庸雅（大阪市立総合医療センター）
2．「味覚障害診療の手引き」の立場から

池田 稔（日本大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科）

第 8群 感染 （14：00～14：50）
座長 市 村 恵 一（自治医科大学）

洲 崎 春 海（昭和大学）
Ｏ―２９．深頸部膿瘍の臨床的検討

中本 哲也、宮内 裕爾、原 浩貴、山下 裕司
（山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分野）

Ｏ―３０．扁桃の深部培養
我妻 道生（信州大学医学部耳鼻咽喉科、市立甲府病院耳鼻咽喉科）
石山 哲也（市立甲府病院耳鼻咽喉科）
宇佐美真一（信州大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―３１．Epstein―Barrウイルスの感染維持について
松田 雄大、池田 哲也、小柏 靖直、佐藤 哲也、甲能 直幸（杏林大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―３２．伝染性単核症例に対する抗生剤投与について
中嶋 正人、高橋 壽彦、仲田 拡人、和田伊佐雄、柴崎 修、善浪 弘善
加瀬 康弘（埼玉医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―３３．平成１９年に宮崎県下４施設で入院加療を行った急性喉頭蓋炎３３症例の臨床的検討
後藤 隆史（宮崎大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科）
中西 悠（宮崎県立日南病院）
川畑 隆之（宮崎県立宮崎病院）
佐藤 伸矢（宮崎県立延岡病院）
鳥原 康治（宮崎県立宮崎病院）
外山 勝浩、河野 浩万、東野 哲也（宮崎大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科）
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第 1日 9月11日（木）
第 3会場（ロイヤルガーデン B）

第 9群 唾液腺 1 （ 9：00～ 9：40）
座長 青 柳 優（山形大学）

北 野 博 也（鳥取大学）
Ｏ―３４．頭頸部放射線治療における専門的口腔ケアの取り組みについて―第３報―

島田 純、藤原 啓次、河野 正充（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
林 正樹（和歌山労災病院耳鼻咽喉科）
保富 宗城、田村 真司、山中 昇（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―３５．当科における顎下腺腫瘍の臨床的検討
西窪加緒里、脇坂 浩之（愛媛大学医学部耳鼻咽喉科）
兵頭 政光（高知大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―３６．大唾液腺腫瘍における PETの有用性
二宮 洋、斎藤 彩子、島田 哲明、鎌田 英男、安岡 義人、古屋 信彦
（群馬大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）

Ｏ―３７．唾液腺管内視鏡を用いた唾石の新しい治療法の試み
松延 毅、栗田 昭宏、冨藤 雅之、山下 拓、上出 大介、田中 伸明
塩谷 彰浩（防衛医科大学校耳鼻咽喉科学講座）

第10群 SAS 1 （ 9：40～10：20）
座長 佐 藤 公 則（久留米大学）

鈴 木 秀 明（産業医科大学）
Ｏ―３８．tongue base suspensionと口腔内装置の併用が有効であった舌根狭窄型 OSASの一例

北村 拓朗、鈴木 秀明（産業医科大学医学部耳鼻咽喉科）
Ｏ―３９．高度肥満患を伴う閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対する間欠的陽圧換気療法の治療経験

樋上 弓子（鳥取大学医学部感覚運動講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野、済生会境港総合病院耳鼻咽喉科）
樋上 茂（鳥取大学医学部感覚運動講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）
稲賀 潔（済生会境港総合病院耳鼻咽喉科）
北野 博也（鳥取大学医学部感覚運動講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

Ｏ―４０．呼吸様式の変化に伴ういびき音の変化について（第２報）
原 浩貴、宮内 裕爾、山下 裕司（山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分野）

Ｏ―４１．閉塞性睡眠時無呼吸低呼吸症候群における睡眠時咽頭内視鏡検査の有用性
遠藤 誠（総合病院国保旭中央病院耳鼻咽喉科、東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室）
千葉伸太郎（太田総合病院耳鼻咽喉科）
森脇 宏人、内田 亮（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室）
太田 史一、森山 寛（太田総合病院耳鼻咽喉科）

第11群 SAS 2 （10：20～11：00）
座長 岡 本 牧 人（北里大学）

冨 田 俊 樹（慶応義塾大学）
Ｏ―４２．閉塞性睡眠時無呼吸症候群を合併した慢性心不全患者におけるセファロメトリーの特徴

井下 綾子（順天堂大学医学部附属順天堂医院耳鼻咽喉・頭頸科、虎の門病院睡眠センター）
葛西 隆敏、山口麻紀子、成井 浩司（虎の門病院睡眠センター）
池田 勝久（順天堂大学医学部附属順天堂医院耳鼻咽喉・頭頸科）
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Ｏ―４３．睡眠時無呼吸症候群重症度の予測因子としての鼻咽頭形態
中田 誠一（名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学講座耳鼻咽喉科）
八木 英仁
（名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学講座耳鼻咽喉科、稲沢市民病院耳鼻咽喉科）
加藤 賢史、森永 麻美、中島 務
（名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学講座耳鼻咽喉科）

Ｏ―４４．立体形状マスク睡眠時装用のコンプライアンスと咽頭所見および睡眠状態への影響
久保 伸夫、宗本 由美（関西医科大学男山病院耳鼻咽喉科）
石神 真、宮沢 清（ユニチャーム㈱）
吉田 良子（吉田睡眠呼吸クリニック）

Ｏ―４５．成人の扁桃摘出症例における術前 OSAHSスクリーニング検査
能田 淳平、松本 昇、兵頭 政光（高知大学医学部耳鼻咽喉科）
浜田 昌史（東海大学医学部耳鼻咽喉科）
島崎 睦、土居 忠文（高知大学医学部附属病院中央検査部）

第12群 SAS 3 （11：00～11：30）
座長 枝 松 秀 雄（東邦大学）

Ｏ―４６．いびき・睡眠時呼吸障害治療に対するmodified CAUPの効果
久松 建一（土浦いびき・睡眠時呼吸障害センター）
牧山 清、工藤 逸大（日本大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

Ｏ―４７．咽頭拡大術と口腔内装置を併用した睡眠時呼吸障害の治療
菊池 淳（久留米大学医療センター耳鼻咽喉科）
伊豆丸慎介（久留米大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科、久留米大学病院睡眠医療外来）
佐藤 公則、中島 格（久留米大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―４８．睡眠呼吸障害患者における口腔内装置の適応と限界
森脇 宏人、遠藤 誠、内田 亮（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室）
千葉伸太郎（太田総合病院耳鼻咽喉科）
森山 寛（東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室）

ランチョンセミナー 2 （12：30～13：30）
司会 西 村 忠 郎（藤田保健衛生大学）

「耳鼻咽喉科医の睡眠時無呼吸症候群の検査の進め方」
千葉伸太郎（太田総合病院、睡眠科学センター耳鼻咽喉科）

第13群 小児 SAS 1 （14：00～14：40）
座長 鈴 木 賢 二（藤田保健衛生大学）

竹 中 洋（大阪医科大学）
Ｏ―４９．睡眠時無呼吸症候群におけるマイクロデブリッダーを用いたアデノイド切除術の検討

加藤 賢史、中田 誠一、森永 麻美、中島 務
（名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器科学講座耳鼻咽喉科）

Ｏ―５０．アデノイド増殖の小児睡眠時無呼吸障害への関与について
相澤 直孝、佐藤 邦広、高木 若子、土屋 昭夫、高橋 姿（新潟大学医学部耳鼻咽喉科）
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Ｏ―５１．小児睡眠時無呼吸症候群に対する学校保健の取り組み
工藤 典代（千葉県立衛生短期大学栄養学科）
浅野 尚、井上 靖二、神田 敬、玉虫 昇（日本耳鼻咽喉科学会学校保健委員会）
千葉伸太郎（太田総合病院耳鼻咽喉科）
永田 博史（山王病院耳鼻咽喉科）
宮崎総一郎（滋賀医科大学睡眠学講座）

Ｏ―５２．当科における小児 OSASの診断と治療
西村 洋一、中山 敦詞、北中 隆広、鈴木 賢二（藤田保健衛生大学第二教育病院耳鼻咽喉科）
西村 忠郎（藤田保健衛生大学）
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第 1日 9月11日（木）
ロイヤルガーデン

会員懇親会 （19：10～）
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第 2日 9月12日（金）
第 1会場（エメラルド）

扁桃シンポジウム （ 9：00～10：30）
司会 原 渕 保 明（旭川医科大学）

山 中 昇（和歌山医科大学）
「扁桃病巣皮膚疾患に対する扁桃摘出術の効果と限界」

１．掌蹠膿疱症に対する扁桃摘出術の効果とその適応
藤原 啓次、林 正樹、山中 昇（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

２．掌蹠膿疱症以外の扁桃病巣皮膚疾患における扁桃摘出術の有効性
高原 幹、原渕 保明（旭川医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

３．掌蹠膿疱症に対する扁桃摘出術の有効性―皮膚科医の立場から―
山北 高志、清水 善徳、松永佳世子（藤田保健衛生大学医学部皮膚科）

４．扁桃病巣皮膚疾患における扁桃摘出術の適応を考える
小林 里実（聖母病院皮膚科）

パネルディスカッション （10：30～12：00）
司会 友 田 幸 一（関西医科大学）

吉 原 俊 雄（東京女子医科大学）
「耳下腺腫瘍の診断―現行の検証と新たな提言―」

１．耳下腺腫瘍の診断―現行の検証と新たな提言 耳下腺腫瘍の RI診断
山村 幸江（東京女子医科大学医学部耳鼻咽喉科）

２．唾液腺腫瘍の病理診断標準化の試み
森永正二郎（北里研究所病院病理診断科）

３．超音波断層法および超音波誘導（ガイド）下穿刺吸引細胞診による耳下腺腫瘍の診断
古川まどか、久保田 彰、藤田 芳史（神奈川県立がんセンター頭頸部外科）
古川 政樹（横浜市立大学附属市民総合医療センター医療情報部）

４．CT、MRIによる耳下腺腫瘍の画像診断
大堀 純一郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科聴覚頭頸部疾患学）

第14群 耳下腺 1 （13：00～13：40）
座長 久 保 伸 夫（関西医科大学）

山 下 裕 司（山口大学）
Ｏ―５３．当科６年間の耳下腺腫瘍の検討

嶋根 俊和、鎌数 清朗、三邉 武幸（昭和大学藤が丘病院耳鼻咽喉科）
洲崎 春海（昭和大学医学部耳鼻咽喉科学教室）

Ｏ―５４．一側性多発性耳下腺多形腺腫症例の検討
折田 頼尚、三木健太郎、菅谷 明子（岡山済生会総合病院耳鼻咽喉・頭頸部外科）
浜家 一雄（岡山済生会総合病院病理部）

Ｏ―５５．当科における耳下腺腫瘍２１２例の検討
廣田 稔治、松延 毅、栗田 昭宏、塩谷 彰浩（防衛医科大学校医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―５６．耳下腺腫瘍の臨床統計
斎藤 彩子、島田 哲明、二宮 洋、鎌田 英男、安岡 義人、古屋 信彦
（群馬大学医学部付属病院耳鼻咽喉科）
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第15群 耳下腺 2 （13：40～14：10）
座長 佐 藤 宏 昭（岩手医科大学）

Ｏ―５７．当科における耳下腺悪性腫瘍症例の検討
稲村 直哉、本間 明宏、福田 諭（北海道大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野）

Ｏ―５８．当科における耳下腺腫瘍の検討―画像診断を中心に―
青木 香織、水田 啓介、山田 南星、青木 光広、伊藤 八次（岐阜大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―５９．当科における耳下腺悪性腫瘍症例の検討
青木 光広、山田 南星、青木 香織、林 寿光、久世 文也、水田 啓介
伊藤 八次（岐阜大学医学部耳鼻咽喉科）

第16群 唾液腺 2 （14：10～14：40）
座長 清 水 猛 史（滋賀医科大学）

Ｏ―６０．木村病患者の血清中 ECP濃度の検討
太田 伸男、深瀬 滋、青柳 優（山形大学医学部情報構造統御学講座耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野）

Ｏ―６１．当科における口腔乾燥症の診断と治療法
毛利 大介、城山 明宏、島津 薫、青木 秀哲（大阪歯科大学歯学部耳鼻咽喉科学講座）

Ｏ―６２．口腔乾燥症を引き起こす薬剤の検討
城山 明宏（大阪歯科大学歯学部総合診療診断科）
毛利 大介（大阪歯科大学耳鼻咽喉科学講座）
青木 秀哲（大阪歯科大学歯学部総合診療診断科）
島津 薫（大阪歯科大学耳鼻咽喉科学講座）

閉会の辞 （14：40～14：50）
会長 黒 野 祐 一（鹿児島大学）
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第 2日 9月12日（金）
第 2会場（ロイヤルガーデン A）

ランチョンセミナー 3 （12：00～13：00）
司会 湯 本 英 二（熊本大学）

「耳鼻咽喉科医による嚥下機能検査法」
兵頭 政光（高知大学）

第17群 嚥下 1 （13：00～13：30）
座長 井之口 昭（佐賀大学）

Ｏ―６３．反復性嚥下性肺炎を伴った ALS症例に対する気道食道分離術の選択
赤木 博文（独立行政法人国立病院機構南岡山医療センター耳鼻咽喉科）
土師 知行（倉敷中央病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―６４．喉頭気管分離術後の気管盲端部貯留
鈴木 秀明、平木 信明、大淵 豊明、北村 拓朗、大久保淳一、寳地 信介
柴田 美雅、永谷 群司（産業医科大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―６５．簡易嚥下訓練前後の嚥下圧測定
岩田 義弘、岡田 達佳、堀部 晴司、服部 忠夫、小串 善生、櫻井 一生
内藤 健晴、大山 俊廣（藤田保健衛生大学医学部耳鼻咽喉科）
戸田 均（大同病院）
門山 浩（耳鼻咽喉科門山醫院）

第18群 嚥下 2 （13：30～14：00）
座長 鮫 島 靖 浩（熊本大学）

Ｏ―６６．進行口腔癌根治手術症例の術後会話機能および嚥下機能に関する検討
青井 典明、淵脇 貴史、合田 薫、木村 光宏、片岡 真吾、川内 秀之
（島根大学医学部耳鼻咽喉科）

Ｏ―６７．迷走神経麻痺による咽頭筋麻痺症例の嚥下障害についての検討
鮫島 靖浩、湯本 英二（熊本大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―６８．下咽頭癌における化学放射線療法後の嚥下障害例の検討
喜友名朝則、比嘉 麻乃、乾 智一、鈴木 幹男（琉球大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

第19群 小児 SAS 2 （14：40～14：40）
座長 飯 田 政 弘（東海大学）

池 田 勝 久（順天堂大学）
Ｏ―６９．当科における小児睡眠時無呼吸の検討

牧瀬 高穂、松根 彰志、田中 紀充、林 多聞、黒野 祐一（鹿児島大学）
Ｏ―７０．脳神経疾患を合併した小児睡眠時呼吸障害患者における周術期管理及び術後経過の検討

鈴木 千夏、樋上 茂、竹内 裕美、北野 博也
（鳥取大学医学部感覚運動医学講座耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野）

Ｏ―７１．小児睡眠呼吸障害に対する手術的加療の効果の検討
宮内 裕爾、原 浩貴、山下 裕司（山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分野）

Ｏ―７２．小児呼吸障害に対する非侵襲的陽圧換気療法の治療経験
樋上 茂、鈴木 千夏、竹内 裕美、北野 博也
（鳥取大学医学部感覚運動講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）
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第 2日 9月12日（金）
第 3会場（ロイヤルガーデン B）

ランチョンセミナー 4 （12：00～13：00）
司会 内 藤 建 晴（藤田保健衛生大学）

「睡眠時無呼吸症候群とメタボリック症候群」
成井 浩司（虎ノ門病院呼吸器科）

第20群 扁桃 1 （13：00～13：40）
座長 杉 本 太 郎（東京医科歯科大学）

角 田 晃 一（東京医療センター）
Ｏ―７３．口蓋扁桃摘出術における術後抗生剤投与期間の影響

原田生功磨、國井 博史（豊川市民病院耳鼻咽喉科）
小山新一郎、勝見さち代（名古屋第二赤十字病院耳鼻咽喉科）
村上 信五（名古屋市立大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学）

Ｏ―７４．当科における過去６年間の扁桃疾患の検討
木下 淳、高野 真吾（竹田綜合病院耳鼻咽喉科）
横西 久幸（都立神経病院神経耳科）
齊藤 祐毅（癌研究会有明病院頭頸科）
遠藤 麻世（東京大学医学部附属病院耳鼻咽喉科）
北野 睦三（癌研究会有明病院頭頸科）
壁谷 雅之（竹田綜合病院耳鼻咽喉科）
中嶋 正人（埼玉医科大学病院耳鼻咽喉科）

Ｏ―７５．扁桃 IgA1、血清 IgA1と異常 IgA1のＮ―結合型糖鎖の類似性について
伊藤 昭彦、岡本 牧人（北里大学医学部耳鼻咽喉科）
岩瀬 仁勇（北里大学医学部代謝蛋白学）

Ｏ―７６．当科におけるコブレーション扁摘の検討
河野 正充、藤原 啓次、小上 真史、鈴本 正樹、島田 純、保富 宗城
田村 真司、山中 昇（和歌山県立医科大学）

第21群 扁桃 2 （13：40～14：20）
座長 鈴 木 正 志（大分大学）

藤 枝 重 治（福井大学）
Ｏ―７７．扁桃病巣性疾患の発症における熱ショック蛋白（HSP）６０の関連について

林 正樹、藤原 啓次、山本 良一、保富 宗城、山中 昇
（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科）

Ｏ―７８．溶連菌の細胞内侵入遺伝子の検討
保富 宗城、河野 正充、池田 頼彦、竹井 慎、藤原 啓次、山中 昇
（和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―７９．掌蹠膿疱症における CD29の発現
上田 征吾、高原 幹、吉崎 智貴、坂東 伸幸、原渕 保明
（旭川医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

Ｏ―８０．IgA腎症患者の口蓋扁桃における Bcl―2の発現について
須長 寛、山田武千代、藤枝 重治（福井大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
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